
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○『学び合い』の考え方を取り入れた授
業の実践
・課題に対して全員が達成する授業づく
りをどの教科においても目指す。
〇教科ごとに単元計画表を作成し、生
徒が見通しをもって学習に取り組む環
境をつくる。
・「くにみんタイム」を活用し、基礎学力
の定着、向上を図る。

○意識調査において、「課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組
む」生徒の割合全校生徒の８０％
〇家庭学習に取り組む生徒を70％以上
○単元テストの平均正答率７５％以上

・『学び合い』の考え方について研修を
行い、各教科の授業において実践す
る。
・めあてにせまるための効果的な課題
の設定と、全員が達成したことを確認す
るアウトプットの方法を教科ごとに設定
する。
・研究授業を実施する。
・単元計画表を教科ごとに作成し、主体
的な家庭学習につなげる。

B

・教科部会を通して、各学年の課題や対策に
ついて話し合った。
・教科部会で確認したことをもとに学年部会で
話し合い、３学期以降に取り組むことを共通
理解した。
・全職員で取り組む共通実践を決め、学力向
上を図るための学習規律について確認した。
・調査分析部会で家庭学習や『学び合い』に
ついてのアンケートを実施し、学年ごとに共有
した。
・各教科で、基礎基本を定着させるための手
立てを決め、実施していく予定である。

B

・各教科ごとに研究授業を実施し、授業改善
や課題を教科で確認することができた。
・『学び合い』の実践を通して、『学び合い』の
考え方は生徒に浸透してきたが、個々の取り
組みとなってしまい、職員への共有が不十分
であった。
・３学期以降の共通理解、共通実践を学年や
教科で決めて実施することで、授業に対する
意欲が向上した教科が見られた。
・基本的な学力の定着ができていない生徒が
多数見られるため、学力の二極化、家庭学習
に課題が残る。

B

・『学び合い』の考え方が生徒に浸透し、生徒
会でも取り組みが見られた。
・授業に意欲的に参加することができたと答
えた生徒は95％、『学び合い』の授業に主体
的に取り組むことができたと答えた生徒は
97％であった。
・授業に集中できない生徒がない生徒が一部
見られ、学習規律の確保が求められる。
・自分の学力（成績）が昨年度よりも向上した
と答えた生徒は80%であり、取組の成果が少
しずつ表れてきている。

研究主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○全学級において、道徳の授業を年１
回以上保護者に公開

・ふれあい道徳で授業を公開する。
・朝の会で「伊万里っ子しぐさ」を活用す
る。
・性教育講座、薬物乱用防止教室、防
煙教室を実施する。
・「人権作文」に関する取り組みを全校
で行う。

A

・ふれあい道徳と教育講演会を併せて実施し
たことにより参観者を増やすことができた。
・朝の会での「伊万里っ子しぐさ」の活用や、
「『いのちの教育』指導資料集】を活用した授
業を行うことができた。
・外部講師による性教育講座、薬物乱用防止
教室、防煙教室を実施した。
・「人権作文」に関する取り組みを全校で行い
90％以上の生徒が提出することができた。
１月に人権学習を実施する予定である。

A

・道徳の授業を通して、道徳的な心情が高
まったという生徒は95%であり、道徳の授業の
充実を図ることができた。
・性教育講座、薬物乱用防止教室、防煙教室
を生徒主体で実施した。体験等もあり、講話
後の感想からもより自分事として聞くことがで
きた。
・1月に、2年生で部落問題学習を中心とした
人権学習を行い、3月に１年生でも人権学習
を行うことができた。

A

・人をいじめることなく思いやりをもって学校生
活を送ることができたと答えた生徒が98%（昨
年度比+1%）であり、道徳や人権学習をはじめ
とした指導の成果が表れている。

道徳教育担当
人権･同和教育担当
性教育等担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ等の問題が発生した際は、生
徒指導主事を中心に、早期解決に向け
全職員で組織的に対応
〇「生徒にとって安全で安心な学校づく
りが行われている」と感じる生徒８０％以
上

・生徒指導部会を毎週１回開催し、取組
や事案等の共通理解を図る。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に１回以上行う。
・情報教育を充実させ、情報モラル教室
を年間に１回以上実施する。

B

・生徒指導部会を毎週１回行い、各学年の現
状把握、事案等の共通理解を図った。
・月一度の職員会議で、生徒の共通理解を
図った。
・いじめの対応についての研修・会議を行っ
た。
・情報モラル教室も実施し、SNS等の利用に
ついて、啓発を行った。

A

・時間割の関係上、生徒指導部会をほとんど
行うことができなかったが、共通理解を会議
のたびに行うことができた。生徒指導対応に
ついても、教職員全員で行うことができた。
・いじめの対応についての研修・会議を年間
に１回以上行った。
・情報モラル教室を実施し、生徒へ啓発する
ことができた。

A

・先生はいじめや問題行動に適切に対応して
くれていると答えた生徒は93％（昨年度比-
2%）、先生は熱心に指導してくれていると答え
た生徒は97％（昨年度比-1%）であり、生徒に
とって安全で安心な学校づくりが行われてい
ると感じる。

生徒指導主事

●生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒８０％以
上

●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒７５％以上

・認める、ほめる活動を全職員で行う。

・生徒会スローガン「輝～ひとりひとりが
主役になるために、助け合い伸び合う学
校～」を実現するために、生徒会が主体
となって取り組む活動をサポートする。

A

・認める、ほめる活動を全職員で実践した。
・生徒会スローガン「彩～互いの個性を尊重し
共に成長し合う学校～」を実現するために、各
部委員会での活動の活性化や学校行事の中
での生徒主体の種目の実施など、生徒会が
主体となって取り組む活動を推進することが
できた。

A

・生徒会本部と生徒会各部委員会が連携して
活動をしたり、中央協議会等で活動全体を把
握したりすることで、生徒が意識して動くこと
ができた。また、７委員会から５委員会に再編
成をしたことで、生徒が主体的に活動内容を
考えようとすることができた。

A

・生徒会活動に主体的に取り組むことができ
たと答えた生徒が79％であり、生徒が主体と
なった生徒会活動が実践できていると感じ
る。 生徒会担当

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

○自分の夢や目標に向かって努力して
いると回答する生徒８０％以上

・総合的な学習の時間に「ENAGEED」を
計画的に取り入れた教育課程を編成す
る。 B

・３学期より「ENAGEED」を活用した授業を計
画的に実施できなかった。
・職場体験や防災教室など、学年ごとの年間
計画を遂行することができた。 B

・「ENAGEED」を活用した授業が予定より遅れ
ての実施となってしまったが、生徒たちは意
欲的に取り組むことができていた。
・学校行事と関連付けた指導計画を遂行する
ことができた。

B

・総合的な学習の時間を通して、将来役に立
つ資質や能力を身に付けることができたと答
えた生徒は97％（昨年度と同じ）であり、総合
的な学習の時間における教育活動の成果が
表れていると感じる。

総合的な学習の時間担当
各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成
●安全に関する資質・能力の育成

●「健康に良い食事をしている」と考える
生徒９０％以上
●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。

・朝食の準備に関する授業を学年ごとに
家庭科で実施する。
・食育講演会を年間に１回以上実施す
る。
・交通安全教室を年間１回以上実施す
る。
・通学路の点検と危険個所の把握に努
め、生徒への指導助言を徹底する。 B

・朝食の準備に関する家庭科の授業を一部
の学年で実施した。
・食育講演会については実施できなかった。
・通学路点検や交通安全教室を年間１回以上
実施した。
・交通ルールや登下校時のマナー等について
は放送を行ったが、改善を徹底することはで
きていない。 B

・生活習慣チェックシートを使って、食生活と
生活習慣の見直しを行い、日頃の生活の振り
返りや改善点を考えさせた。学期末にアン
ケートをとった。
・家庭科の食分野では、生命・健康維持、体
力向上させるための食習慣について学習し
た。
・特定の箇所に生徒がたまっていて、他の交
通の妨げになっていた場面があったので、今
後改善をできるように指導する必要がある。
・自転車での交通ルールを守れていない生徒
が数名いたため、今後指導を徹底する必要が
ある。

B

・給食（食育）を通して、食べ物や生産者への
感謝の気持ちや食事の大切さを感じることが
できたと答えた生徒は98％（昨年度比+1%）で
あり、食事に対する意識は高いと感じる。

食育担当
安全指導担当

○「部活動に係るガイドライン」を踏まえ
た部活動の適正指導

○部活動に目標をもちち取り組み、他者
理解をし、向上心をもち活動ができてい
る、安心して取り組むことができている
生徒を８０％以上を目指す。

・部活動顧問会及びキャプテン会議を定期
的に実施し、部活動の実態把握と適正化を
生徒と議論する。
・部活動計画、目標の掲示の充実化を行う
・部活動に関するアンケートを学期毎に行
い、分析し、周知する。

A

・部活動のキャプテン会議を3学期に開催し2
年生のリーダー育成等を図る。
・部活動によるボランティア活動等は、自主的
に行う部活動も見られた。また、挨拶は自発
的にできるようになってきた。

B

・部活動を通して、各部のリーダー育成を行う
ことができた。部活動の目標設定や活動時間
の工夫を行い、ガイドラインに沿った活動を生
徒中心で行うことができた。
・部活動や社会体育に関するアンケートで
は、将来に役立つ資質や能力を部活動を通し
て身に着けることができたと答えた生徒が
85％であった。部活動設置の教育効果は十
分に満たしていると考えられ、今後も定期的
なアンケートの実施を行い、より充実した活動
へつなげることが望ましい。

B

・部活動や社会体育に主体的に取り組むこと
ができたと感じた生徒が85％であった。部活
動や社会体育の活動と学校生活でのあらゆ
る活動を結びつけることができれば、より主体
性を高めることができると感じる。
・部活動や社会体育に入部していない生徒が
11％おり、その生徒への健康や体づくりの教
育活動を計画性をもって取り組む必要があ
る。

体育主任
各部活動顧問

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・生徒の完全下校後１時間以内の帰宅
を徹底し、職員のタイムマネジメント力
の向上を図る。
・長期休業中の年休取得を促進する。 B

・毎週水曜の定時退勤を徹底し、その他の日
においても完全下校後１時間以内の帰宅を
呼びかけたが、徹底はあまりできなかった。
・出退勤システムをもとに、在校等時間の把
握と縮減に努めた。

B

・生徒の完全下校後１時間以内に帰宅し、定
時退勤に努めることができた教職員は45％
（昨年度比-25%）、在校等時間の縮減を図る
ことができた教職員は55％（昨年度比-24%）
であり、昨年度と比べ縮減を図ることはできな
かった。

B

・部活動に時間を費やしている教員が多いた
め、部活動の地域移行等の部活動改革を進
めることや教員の業務量を減らすことにより、
教員の在校等時間の縮減を図る必要があ
る。

管理職

○学年・学級経営の充実 ○学年の協働意識の高揚、職務の効率
化の推進
○教職員の多忙感の解消

・週1回の主任会で情報交換や協議を
行い、共通理解に基づいた協働を推進
する。
・担任の仕事、級外の仕事を明確にし、
支援体制を整える。

B

・週1回の主任会や学年会で情報共有を行
い、共通理解を図りながら、学年・学級経営
の充実に努めた。
・ICTによる校務の効率化を図ることにより、
職員の負担軽減に努めた。

B

・校務を精選し、校務を効率化を図るなど、業
務改善に努めることができた教職員は50％
（昨年度比-28％）であり、昨年度よりも減少し
た。
・ICTによる校務の効率化は図ることができた
が、教員１人当たりの業務量は増加傾向で
あった。

A

・楽しく充実した学校生活を送ることができた
と答えた生徒は98％（昨年度比+2%）であり、
学年や学級経営の成果が表れていると感じ
る。

管理職
各学年主任

●特別支援教育の充実

○「子ども理解」を進め、障害の種類や
程度に関わらず、ニーズがあればすべ
ての場において適切な指導と必要な支
援を行う教師集団を目指す。

○教師向けのチェックリストを作成し、そ
れをもとに振り返りをした教師が８０％
以上

・校内支援委員会を設置し、定例の会
議を開催し（検討した方がよいケースな
どは随時会議を行う）、情報共有と支援
方法等の確認をする。
・特別支援教育研修会の実施
・SC、教育相談部会、外部関係機関と
の連携
・「LITALICO教育ソフト」の活用をし、生
徒の支援情報の管理と、掲載教材の有
効利用をし、支援の向上を図る。

A

・校内支援委員会を全職員参加とし、生徒に
関する情報や支援方法を全職員で共有する
ことができた。
・校内支援委員会と合わせて、短時間のミニ
研修会を行い、特別支援教育に関する見識を
深める機会を増やすことができた。
・今後「LITALICO教育ソフト」の活用を再度職
員に促し、生徒の支援情報の管理と掲載教
材の有効利用を進め、支援の向上を図る。

A

・教職員の校内アンケートによると、「特別支
援教育において生徒への適切な指導や支援
ができた」という教職員が80％であった。
・スズキ校務を利用した生徒に関する情報の
共有、全職員参加の校内支援委員会という形
を定着させることができた。
・来年度は、「LITALICO教育ソフト」の活用を
再度職員に促し、生徒の支援情報の管理と
掲載教材の有効利用を進め、更なる支援の
向上を図りたい。

A

・特別支援教育において生徒への適切な指導や
支援ができたと答えた教員は80％であった。指導
や支援の在り方についての意識が高まっていると
感じる。
・校内支援委員会や特別支援教育支援員との連
絡会を定期的に開催するなど、情報共有を図りな
がら、適切な支援方法の検討が行われている。

特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特色ある学校づくり

○キャリア教育を通しての学ぶ意欲と態
度の育成

○「学習したことは、将来、社会に出たと
きに役立つ」と感じる生徒の割合９０％
以上

・キャリア教育年間指導計画（道徳・特
別活動・総合的な学習の時間・教科・行
事等とキャリア教育との関連図）の再検
討を行いながら教育実践を行う。
・キャリアパスポートによる系統的な指
導方法の研究を行う。 B

・キャリア教育の年間指導計画をもとに、各学
年でキャリア教育を充実させることができた。
１年生は職業調べを行い、将来について考え
る機会をもつことができた。２年生は職場体験
を通して、働くことの意義について学習し、高
校調べを行うことができた。３年生は体験入
学や進路説明会を通して、卒業後の進路決
定に向けて学習を行った。
・キャリアパスポートの効果的な活用はできな
かった。

B

・３年生では高校入試に向けて進路決定から
入試直前指導までの取り組みを充実させた。
・２年生では職場体験を行った。また、高校調
べを行い、タブレットでまとめることができた。
・１年生ではエナジードを用いて学習を進める
と同時に、職業調べを行い、クラス内で共有し
た。
・キャリアパスポートを活用し、１年間の振り
返り等を行うことができた。

B

・学校は将来の夢や進路実現に向けて、職業
調べや職場体験学習を行ったり、高校調べを
行ったりすることで、キャリア教育の充実を
図っていると答えた保護者は78%（昨年度比-
11％）であり、今後もキャリア教育の充実を図
る必要がある。

特別活動担当

○開かれた学校づくり

○行事等への参加促進と情報発信の活
性化

○授業参観・学校行事等への保護者参
加率７０％以上
○各種便りの定期的（毎月）な発行

・学校行事の開催時期、内容の工夫改
善を行う。
・学校HPやメール等で情報発信に努め
る。 B

・体育大会への保護者参加率は７０％以上で
あったが、学習発表会への参加率は５０％未
満、授業参観への参加率は３０％未満であっ
た。今後は行事の工夫改善を行い、参加率が
上がるよう保護者へ働きかけを行う。
・学校便り、学年・学級便り等を定期的に発行
し、学校HPやメールで配信することができた。

B

・学校行事やPTA活動に参加できたという保
護者は63％（昨年度比-11%）であり、昨年度
よりも参加率が低下した。
・学校は学校HPやメール等で情報発信に努
めていると回答した保護者は93％（昨年度比
+1%）であり、開かれた学校づくりを推進するこ
とができた。

A

・学校は学校や学級だよりで情報発信に努め
ていると答えた保護者は89％（昨年度比-
4%）、学校HPやメール配信等で情報発信に努
めていると答えた保護者は93％（昨年度比
+1%）であり、積極的な情報発信により、保護
者の信頼を得ながら、開かれた学校づくりが
行われている。

管理職

○生徒指導体制づくり

○組織的な生徒指導体制の強化
○学級経営の充実・生徒理解の深化
○支援体制の整備
○教育相談の充実

○全職員共通の指導体制の確立
○隣接校や関係機関・地域との連携強
化
○不登校生徒への支援体制の充実
○特別支援教育の研修会を学期に１回
以上実施

・学年生徒指導担当者会や全職員によ
る生徒指導会議を実施する。
・他校や地域との生徒指導連絡会や巡
視を実施する。
・校内支援委員会、教育相談部会、サ
ポート会議、学年部会の連携を強化す
る。
・特別支援教育を充実させる。
・「教育相談便り」を発行する。
・ＳＣ、ＳＳＷの活用と教育支援センター
との連携を図る。
・年間３回の学校生活アンケートと教育
相談週間を実施をする。

A

・学年生徒指導担当者会や全職員による生
徒指導会議を定期的に実施した。
・小中連携による生徒指導連絡会を実施し
た。
・校内支援委員会、学年部会と連携をとりな
がら、取り組むことができた。教育相談室を開
設し、教室に入れない生徒の支援に全職員で
当たることができた。
・１、２学期の学校生活アンケートと教育相談
週間を実施をすることができた。
・SC、SSWとの連携を強化するため、職員研
修を実施することができた。

A

・全職員による生徒指導に係る情報共有を職
員会議や校内支援委員会の際に行った。
・教育相談室を開設し、教室に入れない生徒
の支援に全職員で当たることができた。
・校内支援委員会、教育相談部会を通して不
登校生徒や、気になる生徒についての情報を
共有することができ、SＣやＳＳＷにつなげるこ
とができた。
・１、２学期の学校生活アンケートと教育相談
週間を３回（３年生は２回）実施することがで
きた。

A

・生徒指導や保護者対応では、学年や関係
の先生と協力し、組織的に対応できたと答え
た職員は85%（昨年度比-6％）であったが、組
織的な生徒指導体制づくりが行われていると
思う。
・学校は定期の教育相談や個人面談を通し
て、生徒との相談活動に努めていると答えた
保護者は86%（昨年度比-2%）あり、ＳＣやＳＳ
Ｗと連携を図りながら、教育相談の充実に努
めている。
・不登校の生徒が別室でオンラインで授業を
受けられるよう環境整備が進められていると
感じる。

生徒指導主事
教育相談担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・充実した学校生活を送ることができた生徒98％（昨年度比+2%）、人をいじめることなく思いやりをもって学校生活を送ることができた生徒98％（昨年度比+1%）を昨年度よりも増やすことができた。
・『学び合い』を校内研究の柱にし、学校全体で研修と授業実践に努めたことで、授業に主体的に取り組む生徒が増え、学力向上につながる成果が見られるようになってきた。
・単元テストだけではなく、定期テストを導入したことにりょり、テスト前に学習に取り組む生徒が増えた。
・組織的な生徒指導や生徒支援体制を構築し、生徒指導部会、校内支援委員会、教育相談部会、SC、ＳＳＷ等と連携を図りながら、生徒指導や生徒支援に努めることができた。
・国見中学校区学校運営協議会で、めざす子ども像を設定し、両小学校、両ＰＴＡや育友会、両地域との地域参画型行事計画を立て、防災を中心とした地域学校協働活動に取り組むことができた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・充実した学校生活を送ることができた生徒（96％）、人をいじめることなく思いやりをもって学校生活を送ることができた生徒（97％）を大幅に増やすことができた。
・『学び合い』を校内研究の柱にし、学校全体で研修と授業実践に努めたことで、授業に主体的に取り組む生徒が増え、学力向上につながる成果が見られるようになってきた。次年度も改善を図りながら継続して取り組む。
・組織的な生徒指導や生徒支援体制を構築し、生徒指導部会、校内支援委員会、教育相談部会、SC、ＳＳＷ等と連携を図りながら、生徒指導や生徒支援に努めることができた。
・国見中学校区学校運営協議会で、めざす子ども像を設定し、両小学校、両ＰＴＡや育友会、両地域との連携協働体制を構築することができた。次年度は具体的な協働活動に取り組む。

２ 学校教育目標 自ら気づき、考え、判断し、主体的に行動する生徒が育つ学校

３ 本年度の重点目標
（１）　分かる授業の構築と確かな学力の向上
（２）　豊かな心と健やかな体づくり
（３）　家庭・地域、小学校との連携

学校名 伊万里市立国見中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


